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志シ

林リ
ン

川カ
ワ

（
シ
ー
リ
ン
カ
ー
）

うるま市地名散歩  17  名
な か や ま

嘉山　兼
け ん こ う

宏

  

屋
取
集
落
か
ら
発
展

　

志
林
川
は
、
高
江
洲
の
後
方
具
志
川
環
状

線
か
ら
西
側
に
出
雲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ラ
ピ
ス
（
出
雲
会
館
）、
志
林
川
公
民
館
、

県
道
75
号
線
を
超
え
て
サ
ン
エ
ー
赤
道

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
付
近
ま
で
広
が
っ
て

い
る
。
方
音
で
「
シ
ー
リ
ン
カ
ー
」
と
言
う
。

こ
こ
は
、
主
に
首
里
系
の
人
々
が
移
住
し
て

き
た
い
わ
ゆ
る
屋
取
集
落
で
、
移
住
当
初
は

28
軒
ほ
ど
の
集
落
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
高
江
洲
の
行
政
区
に
あ
っ
た
が
昭
和
48

年
に
高
江
洲
か
ら
行
政
区
と
し
て
分
離
独
立

し
た
。

　

こ
の
一
帯
は
、
今
で
こ
そ
県
道
75
号
線
沿

い
に
各
種
の
商
店
や
金
融
機
関
、
病
院
な
ど

が
建
ち
並
び
、
に
ぎ
や
か
な
感
を
受
け
る
が

数
十
年
前
ま
で
は
平
良
川
か
ら
コ
ザ
十
字
路

ま
で
の
間
は
人
家
も
ま
ば
ら
で
閑
散
と
し
て

い
た
。

　

志
林
川
は
、
当
初
「
尻
川
」
と
表
記
さ
れ

て
、
県
道
75
号
線
の
出
雲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ラ
ピ
ス
（
出
雲
会
館
）
入
口
付
近
に

は
「
尻
川
バ
ス
停
」
の
標
識
も
あ
っ
た
。

　

シ
リ
ン
カ
ワ
は
そ
の
音
韻
か
ら「
尻
の
皮
」

語
大
辞
典
』。

　

以
上
の
よ
う
に
シ
リ
ン
カ
ー
の
「
し
り
」

は
、
後
方
、
裏
辺
を
意
味
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
沖
縄
で
は
後
方
、
裏
辺
を
指

す
に
は
「
ク
シ
」
を
使
う
こ
と
が
多
い
。
後ク
シ

原バ
ル

は
う
る
ま
市
内
だ
け
で
も
13
か
所
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
南
風
原
に
釜カ
マ
シ
リ尻
が
あ
る
。

【
カ
ワ
の
意
味
】

　

先
述
の
久
米
島
シ
リ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は

「
集
落
後
方
の
井
戸
を
シ
リ
ン
カ
ー
」
と
呼

ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
『
久
米
島
の
地
名

と
民
俗
』（
中な
か
む
ら村 

昌ま
さ
な
お尚
著
）
は
シ
リ
は
後
方
、

カ
ー
は
、
井
戸
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
の
志
林
川
は
元
の
字あ
ざ

で
あ

る
高
江
洲
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
た
地
名
で
あ

り
、
日
常
の
生
活
圏
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
井
戸
（
カ
ー
）
と
は
考
え
に
く
い
し
、

ま
た
川
も
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
の
「
カ
ー
」
は
、

側
、
ま
た
は
方
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

　
志
林
川
の
命
名

　

志
林
川
地
名
の
誕
生
に
つ
い
て
『
志
林
川

自
治
会
20
周
年
記
念
誌
』
は
「
志
林
川
区
の

独
立
分
離
に
あ
た
っ
て
区
の
名
称
は
志し
し
か
み

志
神

山や
ま

に
起
因
す
る
。
志
志
神
山
は
地
域
の
人
々

に
敬け
い
け
ん虔
の
念
で
迎
え
ら
れ
て
い
る
山
で
あ

り
、
そ
の
志
を
も
ら
い
、
若
々
し
く
伸
び
行

く
こ
と
を
願
い
、
林
の
文
字
を
入
れ
、
志
林

川
と
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

当
初
シ
リ
ン
カ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
名

が
「
尻
川
」
と
表
記
さ
れ
不
愉
快
な
思
い
を

し
た
の
で
志
志
神
山
の
志
、
こ
れ
が
二
つ
並

び
伸
び
行
く
こ
と
を
願
っ
て
林
、
カ
ー
は
そ

の
ま
ま
川
を
あ
て
て
「
志
林
川
」
と
い
う
地

名
が
誕
生
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
地
名
の
も
と
も
と
の
意
味

は
、
高
江
洲
本
字
の
前
方
に
位
置
す
る
前
原

に
対
す
る
「
後シ

リ

の
方カ
ー

・
側カ
ワ

に
あ
る
と
こ
ろ
」

と
言
う
意
味
で
あ
る
。

　
ハ
ン
タ

　
『
ぐ
し
か
わ
今
昔
物
語
』（
安あ

ざ

ま
座
真 

裕
ひ
ろ
し

著
）

に
屋
取
集
落
と
し
て
「
繁
田
原
し
り
ん
か
ー
」

と
い
う
地
名
が
で
て
く
る
。
こ
れ
は
現
在
の

志
林
川
一
帯
の
東
繁
多
原
・
西
繁
多
原
を
さ

し
て
い
る
。
ハ
ン
タ
原
の
小
字
地
名
は
、
繁

田
原
、
繁
多
原
、
半
田
原
、
ハ
ン
タ
原
な
ど

と
表
記
さ
れ
、
平
安
座
に
は
羽ハ

ン

タ
牟
田
が
あ
る

が
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

　

ハ
ン
タ
は
、
高
所
や
崖
の
こ
と
で
夏
は
涼

し
く
、
肝チ
ム

す
が
り
所
で
絶
好
の
毛
遊
び
の
場

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
崖
っ
ぷ
ち
で
危
な
い

の
で
「
ハ
ン
タ
サ
ヌ
」
と
い
う
方
言
も
使
わ

れ
て
い
る
。

　

西
原
町
の
坂さ
か
た田
小
学
校
一
帯
は
高
台
に
あ

り
坂ハ
ン
タ
マ
シ

田
升
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
小

学
校
が
で
き
た
の
で
「
坂
田
小
学
校
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
。

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
、特
に
女
性
に
と
っ

て
は
「
シ
リ
ン
カ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
抵
抗

が
あ
っ
た
の
で
「
志
林
川
」
に
、
ま
た
「
尻

川
バ
ス
停
」
も
バ
ス
会
社
と
交
渉
し
て
「
志

林
川
バ
ス
停
」
に
改
名
し
た
と
い
う
こ
と
が

『
志
林
川
自
治
会
20
周
年
記
念
誌
』
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
で
は
、
志
林
川
に
は
ど
の
よ
う

な
語
源
や
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
志
林
川
の
語
源
と
意
味

　

シ
リ
ン
カ
ー
は
、
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
地

名
だ
が
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
に
類
似

し
て
い
る
地
名
は
意
外
と
多
く
存
在
す
る
。

久
米
島
町
字
山
城
に
シ
リ
ン
カ
ー
（
小
字
）

が
あ
り
、
か
つ
て
は
、
真
和
志
間
切
天
久
村

に
志
利
川（
シ
リ
ン
カ
ー
）が
あ
っ
た
。
ま
た
、

宜
野
座
村
松
田
に
志シ
リ
カ
ー
バ
ル

利
川
原
が
あ
り
、
同
じ

く
本
部
町
伊
良
波
に
後シ
リ
カ
ワ
バ
ル

川
原
、
本
市
宇
堅
に

は
、
尻シ
リ
カ
ワ
バ
ル

川
原
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
志シ

リ利
・
後シ
リ

・
尻シ
リ

に
は
、
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

【
シ
リ
の
意
味
】

・
し
れ
い

　

う
し
ろ
の
事
。
和
詞
に
は
し
り
へ
（
と
云
）。

後
方
。
方
言
シ
リ
ー
。
し
り
（
尻
）・
へ
（
方
）

か
ら
な
っ
て
い
る『
混
効
験
集
の
研
究
』（
池い
け
み
や宮 

正ま
さ
は
る治
著
）。

・
し
る
へ

　

後
方
・
裏
、
口
語
は
し
り
ー
、
シ
リ
ー
は
、

「
し
る
へ
」（
尻
辺
）
が
も
と
の
形
『
沖
縄
古


